
衛
生
試
験
所
で
は
、
小
学

５
・
６
年
生
を
対
象
に
「
こ

ど
も
科
学
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

同
教
室
は
、
科
学
へ
の
興

味
を
深
め
、
身
の
回
り
の
衛

生
や
環
境
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
。
衛
生
試
験
所
の

検
査
室
や
測
定
機
器
を
見
学
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日時 ８月６・11・20・25日①午後１時
半から②午後７時から
内容 体力測定、栄養・生活状況の分析、
運動処方、ほか　参加費 500円
申し込み 測定日の前日までに同センタ
ー（月曜～金曜午前９時～午後９時�
266-8115）へ

市トレーニングセンター

コンピューター体力診断

時間 午前９時～午後７時半
入場料 中学生以上300円、小学生100円
（飲み物セット料金は各200円増）
問い合わせ 同タワー（�229-0020）へ
�清水美弥子パッチワーク個展
期日 ７月29日～８月11日
�木目込み人形展
期日 ８月12日～８月26日
�佐藤健治・佐々木進写真展
期日 ８月18日～９月２日

日本海タワー ミニギャラリー

問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ
※月曜休館
�リサイクル品展示提供
展示期間 ８月２日～14日
公開抽選日 ８月17日
�「フリーマーケット」出店者募集
日時 ８月17日午前10時～午後２時
募集店舗数 先着15店舗

エ コ ー プ ラ ザ

料金 １人乗り100円、２人乗り150円
問い合わせ 同園（�283-9433）へ

鳥屋野交通公園ゴーカート
８月31日まで毎日営業

�黒埼地区公民館運営審議会
日時 ８月６日午後１時半から
内容 今年度事業の実施状況、ほか
傍聴者の定員 10人（電話で申し込み）
問い合わせ 同館（�377-3101）へ
�市歴史文化施設保存活用基本計画策定
委員会
日時 ８月６日午後２時～４時半
会場 市長公舎（西大畑町）
内容 市長公舎の保存活用に関する検討
傍聴者の定員 10人（往復はがきで申し
込み）
問い合わせ 歴史文化課（�内線2253）へ

附属機関などの会議

日時 ８月20・27日午後７時～９時
会場 万代市民会館
対象 高校生～35歳先着30人
申し込み 同家（会場内�246-7711）へ

市青年の家

お笑いコミュニケーション講座

申込締切日 ８月18日
問い合わせ 商工振興課（�内線2524）へ
※書類と面接による審査あり
�情報系ベンチャー支援事業
対象 市中心市街地区域内にオフィスが
あるＩＴ（情報通信技術）系の個人・ベ
ンチャー企業（新規創業または創業３年
未満） 募集件数 ６件
補助額 事務所家賃の１/２（月額上限
50,000円）
補助期間 ９月分から最長２年間
�にいがたｅ起業館
対象 ＩＴ系の個人・ベンチャー企業
（新規創業または創業３年未満）、企業の
ＩＴ系新事業部門
募集件数 ２件（10坪/１室）
施設使用料 月額60,000円　
入居予定日 ９月から

情報系ベンチャー企業を支援

秋
の
彼
岸
こ
ろ
に
花

が
咲
く
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

は
、
８
月
上
旬
ま
で
が

球
根
の
植
え
付
け
適
期

で
す
。
同
じ
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
科
で
花
色
や
品
種
が

豊
富
で
最
近
人
気
の
ネ

リ
ネ
は
、
９
月
上
旬
こ

ろ
ま
で
に
植
え
付
け
る

と
10
月
か
ら
11
月
上
旬

に
花
が
咲
き
ま
す
。

鉢
植
え
の
場
合
は
、

赤
玉
土
、
腐
葉
土
、
川

砂
の
等
配
合
に
緩
効
性

肥
料
を
少
量
混
ぜ
合
せ

た
用
土
で
植
え
付
け
ま

す
。
花
壇
や
庭
植
え
の

場
合
は
、
３
・
４
年
は

植
え
替
え
せ
ず
に
楽
し

め
ま
す
。
落
葉
樹
の
下

な
ど
で
水
は
け
が
良
い

場
所
に
植
え
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

植
え
付
け
は
、
深
植

え
に
注
意
し
て
、
球
根

の
高
さ
の
２
倍
の
深
さ

の
場
所
に
、
10
�
程
度

の
間
隔
に
植
え
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
何
球

か
ま
と
め
て
植
え
付
け

る
と
一
段
と
見
栄
え
し

ま
す
の
で
、
お
試
し
く

だ
さ
い
。

植
え
付
け
後
は
地
温

が
高
く
な
ら
な
い
よ
う

日
よ
け
で
調
節
す
る
な

ど
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

園
芸
セ

ン
タ
ー
（
�
２
８
６
・

１
０
３
４
）
へ ヒガンバナ・ネリネの�

　　　　  植え付け�

す
る
ほ
か
、
体
験
学
習
と
し

て
微
生
物
・
水
質
・
食
品
・

大
気
の
４
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
＝
表
＝
。

衛
生
試
験
所
と
は
、
皆
さ

ん
が
健
康
的
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
保
健
予
防
の
た
め

の
臨
床
検
査
や
食
中
毒
の
原

因
菌
検
査
、
食
品
の
理
化
学

検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
施

設
。
そ
の
ほ
か
、
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
排

水
や
河
川
水
の
水
環
境
検
査
、

工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ

れ
る
物
質
の
大
気
環
境
検
査

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
一
日
、
白
衣
を

着
て
体
験
学
習
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
21
・
22
日
午
後

１
時
半
〜
４
時

※
両
日
と
も
同
じ
内
容

対
象

小
学
５
・
６
年
生

申
し
込
み

衛
生
試
験
所

（
�
２
３
１
・
１
２
３
１
）
へ

衛生試験所�

こ

ど

も

科

学

教

室

白
衣
を
着
て
体
験
学
習�

本
市
の
歴
史
や
文
化
に
親

し
み
、
学
ん
で
も
ら
う
「
に

い
が
た
歴
史
塾
」
の
一
環
と

し
て
、
「
初
心
者
の
た
め
の

古
文
書
解
読
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

同
講
座
は
、
昨
年
ま
で
郷

土
資
料
館
の
講
座
と
し
て
実

施
し
て
い
た
も
の
。
「
安
永

五
年
信
濃
川
中
州
訴
訟
の
関

保持者は七十郎さん・七十世さん�保持者は七十郎さん・七十世さん�

日本舞踊�
市 山 流 �市 無 形 文 化 財 に 指 定 �
日本舞踊�
市 山 流 �市 無 形 文 化 財 に 指 定 �

踊
の
流
派
。
市
山
流
は
、
女

形
を
得
意
と
し
天
明
期
（
１

７
８
０
年
こ
ろ
）
の
歌
舞
伎

界
を
リ
ー
ド
し
た
、
三
代
目

瀬
川
菊
之
丞
と
い
っ
た
よ
う

な
、
著
名
な
役
者
も
多
く
輩

出
し
て
い
ま
す
。

文
化
の
ら
ん
熟
期
と
い
わ

れ
る
、
文
化
・
文
政
期
（
１

８
０
０
年
〜
１
８
３
０
年
こ

ろ
）
に
江
戸
で
活
躍
し
た
市

山
七
十
郎
は
、
「
越
後
獅
子
」

や
「
浅
妻
船
」
な
ど
、
現
在

で
も
名
曲
と
し
て
伝
承
さ
れ

市
の
重
要
な
伝
承
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
７
月

16
日
に
、
日
本
舞
踊
市い

ち

山や

ま

流

を
市
無
形
文
化
財
に
指
定

し
、
現
宗
家
の
六
代
目
市
山

七な

十そ

郎ろ

う

さ
ん
と
現
家
元
の
四

世
市
山
七な

十そ

世よ

さ
ん
を
日
本

舞
踊
市
山
流
を
体
現
す
る
保

持
者
に
認
定
し
ま
し
た
。

市
無
形
文
化
財
は
、
日
本

舞
踊
市
山
流
が
第
１
号
と
な

り
ま
す
。

市
山
流
は
、
18
世
紀
半
ば

に
大
阪
で
誕
生
し
た
日
本
舞

て
い
る
演
目
の
振
り
付
け
を

行
い
ま
し
た
。

市
山
流
は
、
幕
末
期
に
三

代
目
市
山
七
十
郎
に
よ
っ
て

新
潟
に
伝
え
ら
れ
、
明
治
初

期
に
は
、
四
代
目
市
山
七
十

世
が
新
潟
を
根
拠
地
と
し

て
、
舞
踊
の
指
導
を
開
始
。

四
代
目
以
降
、
市
山
流
は
女

性
舞
踊
家
に
よ
っ
て
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

歴
代
の
市
山
流
の
師
匠

は
、
芸げ

い

妓ぎ

衆
・
役
者
衆
の
指

導
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
舞

踊
会
を
開
催
。
現
宗
家
の
七

十
郎
さ
ん
は
、
古
町
芸
妓
が

総
出
演
す
る
「
ふ
る
ま
ち
新

潟
を
ど
り
」
を
企
画
・
構
成

す
る
な
ど
、
新
潟
の
花か

柳
り
ゅ
う

界か

い

や
文
化
の
発
展
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

地
方
に
日
本
舞
踊
流
派
の

宗
家
が
あ
り
、
そ
の
地
で
１

２
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
流
派
は
、
全
国
で
も

ほ
か
に
例
が
無
く
、
極
め
て

珍
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

市
山
流
の
舞
踊
は
、
芸
術
性

が
高
く
、
舞
踊
家
や
舞
踊
評

論
家
の
間
で
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課

（
�
内
線
２
２
５
２
）
へ

開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
30
日
午
後
２
時

45
分
〜
４
時
50
分

会
場

朱
鷺
メ
ッ
セ
４
階
・

マ
リ
ン
ホ
ー
ル

内
容

「
日
本
海
の
沿
岸
交

流
に
つ
い
て
考
え
る
」
長
谷

川
義
明
（
前
新
潟
市
長
）
、

「
北
前
船
が
運
ん
だ
民
謡

『
ハ
イ
ヤ
節
』
『
お
け
さ
節
』
」

亀
川
純
一
（
郷
土
史
研
究
グ

ル
ー
プ
「
古
志
の
会
」
代
表
）

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場

へ問
い
合
わ
せ

港
湾
空
港
課

（
�
内
線
２
８
５
３
）
へ

日
本
海
沿
岸
の
全
国
１
１

３
の
自
治
体
が
港
を
核
に
地

域
連
携
を
図
る
「
日
本
海
に

ぎ
わ
い
・
交
流
海
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
は
、
講
演
会
を

日本海にぎわい�

交 流 海 道 �
ネットワーク�

講 演 会 を 開 催

長唄「春
はるの

調
しらべ

娘
むすめ

七
な な

種
く さ

」より曾我十郎（市山七十郎さん・左）と静御前（市山七十世さん・右）

創
刊
号
か
ら
最
終
19
号
ま
で
の
う
ち
、
15
・
16
号

を
除
い
て
多
少
の
残
部
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者
に
お

分
け
し
ま
す
の
で
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
号
と
も
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み

広
報
課
（
�
内
線
２
１
４
２
）
へ

写
真
誌
「
美
し
い
新
潟
」

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す

係
資
料
」
「
新
潟
町
移
転
関

係
資
料
」
「
異い

船せ

ん

渡と

来ら

い

之の

節せ

つ

心
こ
こ
ろ

得え

書が

き

」
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
10
種
類
の
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用

し
、
文
字
の
読
み
方
か
ら
、

文
書
の
歴
史
的
な
背
景
ま
で

を
紹
介
し
ま
す
。

期
日

８
月
27
日
、
９
月

２
・
10
・
24
・
30
日

時
間

午
後
６
時
〜
８
時

会
場

中
央
公
民
館

定
員

１
２
０
人

申
し
込
み

８
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
、
歴
史
文
化

課
（
�
内
線
２
２
５
８
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

にいがた歴史塾�

初心者のための古文書解読講座�

文字文字の読の読み方などを学ぶ�

初心者のための古文書解読講座�

文字の読み方などを学ぶ�

浄
瑠
璃
と
三
味
線
に
合
わ

せ
て
人
形
を
操
る
、
日
本
固

有
の
人
形
劇
「
文
楽
」
。
情

を
語
る
芸
と
も
い
わ
れ
る
文

楽
の
、
人
間
を
超
え
た
情
感

豊
か
な
人
形
の
所
作
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

昼
の
部
で
は
、
「
本
能
寺

の
変
」
に
お
け
る
謀
反
が
生

み
出
し
た
光
秀
と
家
族
の
苦

悩
と
悲
劇
を
描
い
た
「
絵
本

太
功
記
」
の
夕
顔
棚
の
段
・

尼
ケ
崎
の
段
と
「
釣つ

り

女
お
ん
な

」
を

披
露
。
今
回
の
「
絵
本
太
功

記
」
は
大
変
珍
し
い
こ
と
に
、

開
演

９
月
30
日
◯昼

午
後
２

時
◯夜
午
後
６
時
半

会
場

劇
場

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
０
０
０

円
、
Ａ
席
２
５
０
０
円
、
昼

夜
Ｓ
席
セ
ッ
ト
券
５
０
０
０

円
　
※
８
月
２
日
か
ら
同
館

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
�
２
２
４
・
５
５
２
１
）
と

主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

三
世
桐
竹
勘
十
郎
の
襲
名
披

露
の
演
目
で
す
。

夜
の
部
で
は
、
た
っ
た
２

歳
の
子
ど
も
が
家
督
を
継
い

だ
仙
台
藩
伊
達
家
で
の
権
力

闘
争
を
題
材
と
し
、
陰
謀
か

ら
気
丈
に
若
君
を
守
る
女
性

を
描
い
た
「
伽め

い

羅ぼ

く

先せ

ん

代だ

い

萩は

ぎ

」

の
竹
の
間
の
段
・
御
殿
の
段

を
上
演
し
ま
す
。

９
月
30
日
に「
文
楽
」�

　
情
感
豊
か
な
人
形
の
所
作�

コ ー ス
微生物～のぞいてみよう！ミ
クロの世界
水質～水質検査をやってみよ
う・川の生き物を調べよう

食品～野菜を使った紙づくり

大気～いろいろなにおいを体験
し好きな香りを作ってみよう

内 容
顕微鏡で身の回りの微生物
や食中毒菌などを観察
川の水の水質検査と水生生
物の観察
身近な野菜の葉や皮で紙つ
くり
におい当てクイズと香水つ
くり

対 象

各コース
各日先着10人

各日先着６人

各日先着15人

日時 ８月２・30日午前９時半～正午
内容 おてだま、将棋、フラフープ、ほか
申し込み 当日直接同館（西新潟市民会
館内�230-1071）へ

小針青山公民館 地域ふれあいサロン


